
■ ⽬標値未達成の要因について

関連項⽬名 子宮・乳実施回
数

単位 回 R7当初想定値 R7実績値 差

①
自治体からの乳がん検診と子宮がん検診の実施
希望が減少したこと

受託している自治体数は変わらなかったが、自治体が受診者を集約し検診日を絞ってい
ることから、自治体からの申入れ件数が減った。

　R6実績　子宮実施回数　160回　　　乳実施回数　249回　　うちセット実施　105回
　R7当初　子宮と乳の健診実施回数をR6年度と同程度と想定　　うちセット実施　108回
　R7見込　子宮実施回数　150回　　　乳実施回数　237回　　うちセット実施　　98回

・自治体が検診計画を作成するときに、セット検
診が住民サービスにつながることを積極的に
PRする。
・午前中から子宮がん・乳がんのセット検診を
実施するよう働きかける。

409 387 △ 22

未達成の要因 要因分析（要因と考える根拠） 要因分析を踏まえた今後の対応

法⼈名 公益財団法人　大阪府保健医療財団

〔１〕
成果測定指標 単位 R７年度⽬標値 R７年度実績値 ⽬標値との差

検診車によるセット検診の実施回数 回 108 98 △ 10



■ ⽬標値未達成の要因について

関連項⽬名 － 単位 － R7当初想定値 R7実績値 差

未達成の要因 要因分析（要因と考える根拠） 要因分析を踏まえた今後の対応

法⼈名 公益財団法人　大阪府保健医療財団

〔２〕
成果測定指標 単位 R７年度⽬標値 R７年度実績値 ⽬標値との差

休日検診の受診者数 人 1,200 999 △ 201

①

休日検診の受診者数として計上している女性の施
設がん検診受診者数が当初想定ほど伸びなかっ
たこと。

施設で休日に実施している女性のがん検診である子宮がんと乳がんの検診数が当初想
定と異なり伸びなかった。
休日検診の多くは自治体の市民検診の方であり、その受診が減っている。減少理由につ
いては様々な要因が推測され、女性の就労が進んだことで、平日に会社指定の医療機
関での受診が増えたことなどが考えられる。

・新たにPRチラシを作成し、がんキャンペーンな
どの機会に配布することで新規受診者の確保
に努める。
・府内自治体に対して、女性のための土曜検診
（子宮がん・乳がん検診、その他オプション検
査）についてのお知らせ文書を発出、住民周知
を依頼する。
・当センターHP上でのPRや電話による個別の
申込受付の際には、女性検診については土曜
日への案内や誘導を積極的にするよう取り組
む。－ － －



■ ⽬標値未達成の要因について

関連項⽬名 施設がん検診数 単位 件 R7当初想定値 R7実績値 差

未達成の要因 要因分析（要因と考える根拠） 要因分析を踏まえた今後の対応

法⼈名 公益財団法人　大阪府保健医療財団

〔３〕
成果測定指標 単位 R７年度⽬標値 R７年度実績値 ⽬標値との差

施設におけるがん検診の収益額 百万円 128 114 △14

①
施設がん検診の実施件数が減少したこと

平均単価は当初の想定どおりだったものの施設がん検診の実施件数が想定ほど伸びな
かったため、収益が目標に達しなかった。

　　当初目標件数　44,150件　  施設平均単価2,906円
　　見込件数　　　　39,370件　  施設平均単価2,913円

・大阪市の住民検診をターゲットに受診勧奨や
チラシ配架などの宣伝を行い、胃・大腸・乳・子
宮及び肺がん検診受診者の確保を図る。
・受付や問診時の複数受診の働きかけや誘導
を積極的に行う。
・がん予防キャンペーン講演会等、がん予防啓
発事業の取組みを通じ、がん検診の重要性を
浸透させていくことで、検診受診者数の増加を
図る。44,150 39,370 △ 4,780



■ ⽬標値未達成の要因について

関連項⽬名 施設がん検診と車
検診の収益額

単位 百万円 R7当初想定値 R7実績値 差

①
施設がん検診及び車検診の収益額が目標額を下
回ったこと

総合健診の収益額は目標を上回った（4百万円）ものの、施設がん検診（△14百万円）及
び車検診（△6百万円）の収益額が目標を下回ったため、全体経費の縮減も行ったが最
終的に収支目標を達成することができなかった。

・収益面において、車検診の料金改定を実施し
自治体の需要に応じた車検診の体制にしつ
つ、稼働回数を確保し収益の増を図る。
・その他、総合健診の受診者数の増、休日検診
の実施、オプション検査の拡大などに取り組
み、検診受診者数の増加を図る。

398 378 △ 20

未達成の要因 要因分析（要因と考える根拠） 要因分析を踏まえた今後の対応

法⼈名 公益財団法人　大阪府保健医療財団

〔4〕
成果測定指標 単位 R７年度⽬標値 R７年度実績値 ⽬標値との差

がん予防検診事業会計　当期正味財産増減額 百万円 1 0.4 △0.6


